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★実 施 日：７月２４日（日） 

★申込期限：７月１９日（火） 

★集合場所：富士宮駅南口 

★集合時間：６：００ 

★参 加 費：４，６００円 

★難  度：Ⅰ／Ⅱ 

★歩行距離：普通コース １０ｋｍ 

      ゆったりコース ４ｋｍ＋自由散策 

★帰着時間：１８：３０ごろ 

コース紹介 

夏でも涼しい車山高原 

八島ケ原湿原を歩きましょう。  

スタートは車山肩（標高１８１７ｍ）です。車山湿原を見ながら蝶々深山

（ちょうちょうみやま、１８３６ｍ）、物見石（物見岩とも言います）を

経由して八島ケ原湿原に向かいます。ここまでの道は急坂ではありません

が、岩がむき出しの場所もありますから杖のある方は持参してください。

八島ケ原湿原は日本最南の高層湿原で、３６０種もの植物が自生する国の

天然記念物で、木道になっていますから歩きやすいです。昼食後は旧御射

山（もとみさやま）経由で霧ヶ峰自然保護センターまで歩きます。 

ゆったりコースはバスで八島ビジターセンターまで行き、八島ケ原湿原を

散策しながら普通コースメンバーの到着を待ち、昼食後は一緒にゴールま

で歩きます。脚に不安のある方はゆったりコースをおすすめします。 

＊高層湿原 

枯れた植物が微生物に食べられて流されてしまい、

泥炭層が水面より上に発達しない湿原を低層湿原、

これに対し水面より高く泥炭層が成長した湿原を

高層湿原という。 

＊旧御射山遺跡 

  鎌倉時代、豊作を祈る祭礼などの際に神事として鹿

を狩ったり、武術を競い合った日本最古の競技場遺

跡。階段状の観客席が残っている。 

７月の事務所休業日 

６日（水） １０日（日） １３日（水）  

２０日（水） ２４日（日） ２７日（水）  

３０日（土） ３１日（日） 

行程 

 往路（バス） 

  富士宮駅 ⇒ 甲府南ⅠC ⇒ 双葉 SA ⇒ 諏訪ⅠC ⇒ 

  霧ヶ峰自然保護ｾﾝﾀｰ ⇒ 車山肩 

 ウォーク 

  車山肩・・・蝶々深山・・・物見石・・・八島ヶ原湿原・・・ 

  八島ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ(昼食)・・・旧御射山・・・霧ヶ峰自然保護ｾﾝﾀｰ(ゴール) 

  *ゆったり：霧ヶ峰自然保護ｾﾝﾀｰからバスで八島ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰに移動し 

   八島ヶ原湿原を散策し、昼食後は普通ｺｰｽと同じｺｰｽをｺﾞｰﾙまで歩きます。 

 復路（バス） 

  霧ヶ峰自然保護ｾﾝﾀｰ ⇒ ドライブインおぎのや ⇒ 諏訪ⅠC ⇒ 

  甲府南ⅠC ⇒ 朝霧道の駅 ⇒ 富士宮駅 

 

 

車山・八島ヶ原湿原ウォーク  
コース概略図 
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← 夏の八島ヶ原湿原 

 華麗な花たちが主役

その数は 360 種もの

植物が自生する。 

ゆったりコースは八島ヶ

原湿原をゆっくり散策で

きます。    → 


